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ここでやること：Unbundled bearer serviceの経済学の予備的な議論。

（背景）

技術進歩→かつては考えられなかった企業同士の競争

例：ケーブルテレビ会社の電話サービスの提供開始（1981～、イギリス）

   電話会社のビデオサービス提供（アメリカ）

差別化されつつある市場構造における価格設定の経済学への理論的アプローチ

インターネット・サービスの経済分析における重要な要素

（１）寡占市場

（２）外部性（通話の外部性・ネットワーク外部性）

（３）超過供給能力

（１）寡占市場

独占状況：コストをカバーする価格設定方法が多数あるので社会的目標に沿う選択が可能。

競争状況：限界価格設定になるので価格設定の柔軟さはなし。

その間：最近のゲーム理論の発展に関わらず一般化できる価格設定の理論はない。

        フォーク定理：無限繰り返しゲームでプレーヤーがpatient（割引率が小さい）時

                      どのような状態も均衡になりうる。

（２）外部性

通話の外部性：発信者と受信者がいて、どちらかのみ通話料金を払う場合存在。

ネットワーク外部性：個人がネットワークに加わる個人的利益が社会的利益より小さい。

どちらの場合も、市場メカニズムを通じては補償されない（奪えない）便益を生む。

→競争市場による価格は社会的最適ではない。

（３）超過供給能力

ネットワーク外部性：クリティカル・マスの存在

小さなネットワークは存在しえず、大規模投資を先行して持続させる必要がある。

光ファイバー敷設：掘るコストと人件費が主な要素で光ファーバーそのものは安い。

→光ファイバー過剰（超過供給能力とサンクコスト）

Layered Networks

ISP：private line infrastructureからフレーム・リレーや、Switched Multimegabit DataServiceや非同期転送モード(ATM)などの高速パケット通信サービスへ移行。

IP伝送サービス供給に対するさまざまな技術的アプローチがあり、垂直統合度も異なる。

→産業の均衡状態では共存状態になるか、それとも一つの技術形態が支配的になるか？

それは各垂直統合度の異なる企業それぞれのコスト構造による。

垂直統合型：伝送のための設備生産費用

非垂直統合型：伝送サービスに払う費用（市場によって決まる）

→ある層における費用構造はそのすぐ下の層の供給者が課す価格による。

→分析の対象はまず一番下層：物理層（point-to-point links）から。

Competition at the Bottom Layer

TDM（時分割多重方式）：サンクコストが大きい。AT&T、MCI、Spirnt、Wiltelなどは、

ファイバーや電気機器などに投資をおこない供給能力過剰状態。

コストの種類

・ネットワーク建設のための大きなサンクコスト

・顧客獲得のための大きな費用

・サービス供給時にかかる付随的な費用（支払い口座設定など）

・顧客サービス維持、ネットワーク監視のための費用

・一般管理費用

もしサービスが差別化されてなくて価格競争（ベルトラン競争）が起こる場合、

→価格は限界費用に設定され、企業はサンク費用を回収できず倒産するはず。

実際電話料金は1989－94年にかけて大きな低下を示す。価格競争を示唆。

同時に、期間、数量に応じた割引制度が激増。

全体的な価格低下の陰には、

（1） 小規模、または情報をもたない大規模顧客に課されるfront of the book rate（上昇）

（2） 安い供給者を探している、情報を持つ顧客に課されるback of the book rate（急落）

各供給者ともに特別契約の件数が増大。

期間契約：（Williamson）生産者消費者間のリスクシェアリングのための特別契約に相当。

長期契約はchurnを減らす：効果的なコスト削減方法でもある。

契約の長期化：単一の供給者との排他的長期的関係を結びがちになる。

ISP間の競争

期間・数量コミットメント契約は伝送インフラをもたないISPのコスト構造に影響。

下層（物理層）同様契約の長期化と価格割引をセットにする契約が多数現れる。

Economics of Resale 

Resaleの増大。対応はISPによりまちまち。

不動産市場におけるレンタル調整との類似：契約の長期化と価格割引をセットにする契約

Implications for Unbundled Bearer Services

Common carriageとUnbundled Bearer Servicesは上層での競争を刺激する。

しかし、差別化されていない下層での価格競争は長期的に投資の減退、独占を招く。

市場は契約の長期化と価格割引、契約の差別化など、アンバンドリングの理想から離れた状況にいたるかもしれない。

アンバンドリングが市場のもとで実現されたとしても下層での投資を刺激するための政府の規制が必要かもしれない。規制と競争の適切なバランスが必要。

競争の現実と競争戦略の生成に注目したテレコム経済の分析が必要。

以下のような研究が特に有望と思われる。

・価格構造の生成の実証分析

・サンクコストをともなう長期的契約における競争のゲーム論的分析

・ネットワーク経済への実験経済的分析

